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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

ゴ
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
、
レ
ダ
で
憩
う
渡
り
鳥

四
月
、
新
年
度
・
新
学
期
を
迎
え
た
日
本
。
ツ
バ
メ
の
飛
来
を
喜
ん

だ
春
分
の
日
よ
り
、
は
や
十
日
。
日
ご
と
に
昼
が
長
く
な
り
、
春
爛
漫

か
と
思
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
葉
桜
の
季
節
に
移
行
し
ま
す
。
同
じ

こ
ろ
、
南
半
球
の
レ
ダ
基
地
で
は
、
長
い
長
い
「
酷
暑
」
の
夏
が
よ
う

や
く
終
盤
に
入
り
、
「
普
通
に
暑
い
」
季
節
へ
と
ゆ
っ
く
り
移
ろ
い
ま

す
。
九
月
に
次
の
夏
が
始
ま
る
ま
で
、
一
息
つ
い
て
、
夏
に
奪
わ
れ
た

体
力
を
取
り
戻
し
、
健
康
を
増
進
す
べ
く
生
理
機
能
が
働
く
季
節
で
す
。

こ
れ
ま
で
頭
上
を
越
え
て
運
行
し
て
い
た
太
陽
が
、
次
第
に
北
へ
と

軌
道
を
移
し
て
行
き
ま
す
。
朝
、
東
の
地
平
か
ら
昇
っ
た
太
陽
は
、
左

へ
左
へ
と
回
り
、
正
午
過
ぎ
に
「
北
中
」
し
、
そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
西

の
空
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
夕
方
に
は
つ
る
べ
落
と
し
。
低
緯
度
の

レ
ダ
で
は
、
夕
闇
の
足
は
速
く
、
す
ぐ
に
月
や
星
が
輝
き
始
め
ま
す
。

い
つ
始
ま
っ
て
、
い
つ
終
わ
る
の
か
、
体
感
し
に
く
い
レ
ダ
の
秋
と

冬
で
す
が
、
夜
の
星
座
を
見
れ
ば
、
四
月
に
は
秋
の
訪
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
七
月
に
は
冬
に
な
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
ゴ
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ(

G
o
l
o
n
d
r
i
n
a
)

と
呼
ば
れ
る
ツ
バ

メ
た
ち
は
、
南
の
地
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
他
）
が
涼
し
く
な
る
頃
（
日

本
で
は
春
）
レ
ダ
に
飛
来
し
、
し
ば
ら
く
翼
を
休
め
て
滞
在
し
ま
す
。

そ
の
後
、
北
の
空
に
飛
び
立
ち
、
南
の
地
が
暖
か
く
な
る
頃
（
日
本
で

は
秋
）
レ
ダ
に
帰
っ
て
ま
た
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
や
が
て
繁
殖
・
子
育

て
に
励
む
た
め
、
南
の
地
へ
と
飛
び
立
ち
ま
す
。

レ
ダ
が
ツ
バ
メ
の
大
移
動
の
宿
場
と
し
て
栄
え
て
い
る
の
は
、
基
地

内
に
張
り
め
ぐ
さ
れ
た
送
電
線
が
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ツ
バ

メ
は
地
面
に
下
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
人
間
の
近
く
で
休
む
こ
と
を
好

み
ま
す
。
ス
ズ
メ
と
同
様
、
人
の
近
く
が
最
も
安
全
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ
て
理
想
の
「
福
地
」
が
、
二

十
年
前
、
広
大
な
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
忽
然
と
出
現
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
電
気
設
備
の
担
当
者
は
夥
し
い
数
の
ツ
バ
メ
が
電
線
に

と
ま
る
の
を
見
て
、
冷
や
冷
や
し
た
も
の
で
す
。
電
線
と
電
線
が
接
触

し
て
短
絡
事
故
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
。
で
も
、
大
丈
夫
で
す
。

ツ
バ
メ
た
ち
は
す
べ
て
の
電
線
に
均
等
に
止
ま
っ
て
く
れ
る
の
で
、
電

線
の
平
行
状
態
が
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。
電
線
は
ア
ル
ミ
の
裸
線
で
す

が
、
と
て
も
掴
み
や
す
く
、
滑
り
に
く
い
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
電
線
に
と
ま
っ
た
小
鳥
が
感
電
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
来
日
本
で
は
、
ツ
バ
メ
が
来
る
家
は
栄
え
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ツ
バ
メ
が
喜
ん
で
集
う
レ
ダ
も
、
ず
っ
と
栄
え
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

レダで翼を休めるツバメたち。3月23日撮影



鮮文大の研究生3名。バジェミ飛行場にて。3月6日

高橋さん、上山父子、鮮文大生3名、吉村氏がボートで到着。3月6日歓迎のケーキをカット。3月6日

医師団が巡回して労働者たちの健康診断をする。2月18日 諏訪君と米田君が、アキダバンに乗って出発。3月8日

GPA隊が生活している船。3月10日、レダに向かう。 GPA隊が奉仕活動をする先住民族の村、マリアエレーナ(レダの南方)

小型ボートで到着した3名の訪問者たちを迎える。3月5日

今レダ基地では



パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
大
地
に
自
生
す
る
樹
木
を
い
く

つ
か
紹
介
し
よ
う
。
豊
か
な
植
生
を
誇
る
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
に
は
、
極
め
て
多
種
の
樹
木
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
チ
ャ
コ
地
方
に
特
徴
的
な
種
を
選
ん
で
み
た
。

こ
れ
ら
の
木
は
、
レ
ダ
基
地
内
、
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
普
通
に
自
生
す
る
の
で
、
ご
自
分
で
見
つ
け
、
触

り
、
五
官
で
感
じ
て
み
る
こ
と
を
お
奨
め
す
る
。

★
ケ
ブ
ラ
ッ
チ
ョ

Q
u
eb
rach

o

学
名：

S
chino

p
sis

b
alan

sae

成
長
は
遅
い
が
、

赤
褐
色

の

芯

材

は

き

わ

め

て

硬

質

。

水

に

沈

む

が

腐

ら

な

い

。

建

築

、

土

木

、

牧

場

の

柵

な

ど

で

、

直

線

性

よ

り

も

堅

牢

性

と

長

い

耐

用

年

数

が

求

め
ら
れ
る
用
途
に
広
く
利
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
、
皮

な
め
し
に
用
い
る
タ
ン
ニ
ン
を
取
る
た
め
、
大
量
に

切
り
出
さ
れ
た
。
外
皮
は
ク
ロ
マ
ツ
に
似
る
。

★
ア
ル
ガ
ロ
ボ
（
ア
フ
ィ
ニ
ス
種
）A

lgarro
b
illo

学
名：

P
roso

p
is
affin

is

ス
ペ
イ
ン
語
名
は
「
小
さ
な
ア

ル
ガ
ロ
ボ
」
の
意
。
大
木
に
は
な
ら
な
い
。
固
く
鋭
い
棘

(

ト
ゲ)

が
多
く
、
車
両
タ
イ
ヤ
を
し
ば
し
ば
パ
ン
ク
さ
せ
る

の
で
、
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
棘
を
踏
む
と
、
ゴ
ム
の
靴

底
な
ど
容
易
に
貫
く
。
生
命
力
が
強
く
、
あ
ま
り
土
質
を
選

ば
な
い
。
「
ア
ル
ガ
ロ
ボ
し
か
な
い
不
毛
の
地
」
と
言
う
表

現
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
棘
が
嫌
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
む
や
み
に

駆
除
し
て
は
な
ら
な
い
。
意
外
に
も
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
。

★
ア
ル
ガ
ロ
ボ
（
ア
ル
バ
種
）A

lgarro
b
o
b
lan

co

学
名：

P
roso

pis
alb

a

栄
養
価
の
高
い
豆
を
つ
け
る
の
で
、

大
木
に
な
る
と
、
多
く
の
獣
や
鳥
た
ち
が
好
ん
で
集
う
。
乾

燥
に
よ
く
耐
え
る
。
防
風
用
に
植
え
ら
れ
る
ほ
か
、
芯
材
は

形
状
の
安
定
性
が
よ
く
、
家
具
や
建
築
材
な
ど
に
適
す
る
。

★
ハ
ト
バJato

b
á

学
名：

H
ym

enaea
stigon

ocarpa

湿
地
で
大
木
に
成
長
す
る
樹
木
は
少
な
い
が
、
こ
れ
は
そ

の
一
つ
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
洪
水
と
強
風
に
よ
く
耐
え
て
、

長
く
生
き
残
る
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
森
林
を
再
生
す
る
の
に

は
、
こ
れ
ら
、
土
地
本
来
の
樹
木
を
混
植
す
る
と
よ
い
。

★
パ
ロ
・
サ
ン
ト

P
alo

S
an
to

学
名：

B
u
rsera

graveo
len

s

商
品
価
値
の
高
い
香
木
や

工
芸
材
と
し
て
密
伐
採
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
大
木
は
少
な
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
パ
ロ
サ
ン
ト
・
エ
ッ
セ
ン
ス
は
当
地

の
特
産
品
。
民
間
医
療
で
は
胃
痛
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
痛
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
幹
の
細
い
木
、
曲
が
っ
た
木
な
ど
が
、

今
の
と
こ
ろ
伐
採
を
免
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
（
小
田
記
）

逞しいパンタナールの樹木 (1)

ケブラッチョの木が立つ、チャコの典型的風景。

柵の柱や杭はケブラッチョ材。

ケブラッチョの芯材を採取する。

ケブラッチョの外皮はクロマツに似る。

ケブラッチョの実は赤い。

アルガロボ（アフィニス種）

アルガロボ（アルバ種）

多くの小鳥たちが集う、ハトバの木。

ハトバの種子。

パロ・サントの群生。

パロ・サントの工芸品。



パ
ン
タ
ナ
ー
ル
で
電
気
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
！

レ
ダ
基
地
で
、
電
気
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
て
く
れ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
高

度
な
電
子
工
学
や
Ｉ
Ｔ
の
知
識
は
不
要
。
三

相
電
力
の
基
礎
的
な
知
識
が
あ
れ
ば
十
分
で

す
。
蛍
光
灯
、
壁
ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン
ト

の
交
換
作
業
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。
当
会
の
活
動
に
理
解

が
あ
り
、
賛
同
さ
れ
る
方
、
健
康
な
方
、
で
き
れ
ば
中
・
長

期
で
行
け
る
方
、
大
自
然
の
中
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
方
、
ご
自
分
の
経

験
を
活
か
し
た
い
方
な
ど
、
意
欲
あ
る
皆

様
の
ご
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

当
会
事
務
局
に
ご
連
絡
の
上
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
細
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

日
本
財
団

環
境
省

共
同
事
業

「海
洋
ご
み
ゼ
ロ
ア
ワ
ー
ド
」

同
事
業
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
引
用
で
す
。

『
近
年
、
海
洋
ご
み
等
に
よ
る
海
洋
環
境
の
汚
染
、

人
々
の
生
活
・
健
康
へ
の
影
響
等
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

我
が
国
そ
し
て
国
際
社
会
に
お
い
て
、
対
策
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ア
ワ
ー
ド
で
は
、
海
洋
ご
み
対

策
に
関
し
て
、
全
国
か
ら
優
れ
た
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
募
集
・
選
定
し
、
二
〇
一
九
年
六
月
に

開
催
予
定
の
海
ご
み
ゼ
ロ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
仮
称
）

等
で
表
彰
し
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
海
洋
ご
み
対
策

の
日
本
の
取
り
組
み
を
世
界
に
発
信
し
ま
す
。

海
洋
ご
み
対
策
の
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
企
業
、

公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
方
自
治
体
等
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
ア
ワ
ー
ド
に
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
』(

以
下
略)

募
集
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
部
門
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

部
門
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
の
三
部
門
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
は
「
海
洋
ご
み
問
題
を
こ
れ
ま
で
に

な
い
視
点
か
ら
解
決
し
う
る
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

将
来
に
向
け
た
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
萌
芽
的
な
取
り
組
み

や
着
想
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
応
募
方
法
ほ
か
詳
細
に
つ
い

て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
検
索
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お便り募集

第
十
九
回
一
日
特
別
研
修
会
ご
案
内

本
年
最
初
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
特
別
研
修
会
（
ワ
ン
デ

イ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
、

先
回
と
同
じ
セ
ン
タ
ー
棟
四
階
で
す
。

日
時：

四
月
二
十
七
日
（
土
）
十
時
受
付
、
五
時
終
了
予
定

会
場：

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
四
階
四
〇
三
室(

小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
七
分
、

ま
た
は
渋
谷
駅
西
口
40
番
乗
場
バ
ス
代
々
木
五
丁
目
下
車)

参
加
費：

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
を
含
む
）
当
日
受
付
に
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

下
記
の
当
法
人
事
務
局
宛
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。(

応
募

用
紙
の
請
求
も
同
事
務
局
へ)

共
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

地
球
の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー
ン
の
思
想
と
レ
ダ
開
発
」
講
師：

柴
沼
邦
彦=

当
法
人
理
事

●
「
レ
ダ
と
日
本
に
お
け
る
植
樹
活
動
」
講
師：

高
津
啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
緑
を
守
る
会
代
表
理
事

●
「
レ
ダ
開
発
二
十
周
年
に
つ
い
て
」
中
田
欣
宏
代
表
理
事

●
レ
ダ
基
地
か
ら
最
近
一
時
帰
国
を
し
た
、
青
年
・
壮
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
現
地
活
動
報
告
（
予
定
）

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

モンキチョウ♀

海洋ごみゼロアワード2019 検索

オオシマザクラ

普賢象(八重桜では日本最古の品種)

ヤマザクラ

https://um
inohi.jp/um

igom
izero_award2019/


